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第
2
7
次
地
方
自
治
制
度
調
査
会
（
首
相
の
諮
問
機
関
）
は
、

本
年
4
月
5
0
日
、
「
今
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
中
間
報
告
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最
終
報
告
は
本

年
日
月
ま
で
に
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
、
今
後
の

動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

基
礎
的
自
治
体
の
あ
り
方

①
地
方
分
権
時
代
の
基
礎
的
自
治

体
の
構
築

＊
基
礎
的
自
治
体
の
規
模
・
能
力

は
さ
ら
に
充
実
強
化
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
こ
れ
に
対
し
て
は
国

と
し
て
積
極
的
な
事
務
の
権
限
の

委
譲
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
可

能
な
限
り
基
礎
的
自
治
体
が
住
民

に
身
近
な
事
務
の
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

＊
地
域
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
の
は
行
政
の
み
で
は
な
く
、

住
民
や
、
分
権
時
代
の
基
礎
的
自

治
体
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
、
N

P
O
そ
の
他
民
間
セ
ク
タ
ー
と
も

協
働
し
、
相
互
に
連
携
し
て
新
し

い
公
共
空
間
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

②
市
町
村
を
め
ぐ
る
状
況

＊
国
・
地
方
と
も
に
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
、
市
町
村
の
規
模
な
ど

に
対
応
し
て
行
わ
れ
て
き
た
各
種

の
財
政
措
置
な
ど
に
つ
い
て
も
見

画
し
を
図
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。

＊
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
2

0
3
0
年
に
は
人
口
5
千
人
未
満

の
市
町
村
が
現
在
の
1
0
0
団
体

か
ら
1
、
2
0
0
団
体
近
く
に
増

加
し
、
特
に
小
規
模
な
市
町
村
に

つ
い
て
よ
り
深
刻
な
影
響
を
与
え
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
職
員
や
財
政

基
盤
を
維
持
で
き
な
い
状
況
に
陥

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

③
平
成
1
7
年
4
月
以
降
の
合
併
推

進
の
手
法

＊
新
し
い
法
律
を
制
定
し
、
一
定

期
間
は
自
主
的
合
併
を
促
す
が
、

現
行
法
の
よ
う
な
財
政
支
援
措
置

は
と
ら
な
い
。

＊
新
法
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
都

道
府
県
が
市
町
村
合
併
に
関
す

る
構
想
を
策
定
し
、
合
併
に
関

す
る
勧
告
や
あ
っ
せ
ん
な
ど
に

よ
り
自
主
的
な
合
併
を
進
め
る

も
の
と
す
る
。

④
包
括
的
な
基
礎
的
自
治
体
の
形

成
と
地
域
自
治
組
織
制
度
の
導
入

＊
合
併
後
、
市
町
村
は
そ
の
自
主

的
な
判
断
に
よ
り
、
旧
市
町
村
を
単

位
と
す
る
基
礎
的
自
治
体
内
の
地
域

自
治
組
織
を
設
置
で
き
る
。
都
道
府

県
知
事
も
、
一
定
の
場
合
に
、
小
規

模
な
市
町
村
な
ど
を
対
象
と
し
て
地

域
自
治
組
織
を
設
置
す
べ
き
こ
と
を

勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
合
併
で
き
な
か
っ
た
市
町
村
は
、

地
域
自
治
組
織
と
な
る
こ
と
を
都
道

府
県
に
自
ら
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知

事
が
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴
き
、

当
該
都
道
府
県
議
会
の
議
決
を
経

て
、
当
該
市
町
村
が
い
ず
れ
か
の
基

礎
的
自
治
体
を
形
成
す
る
地
域
自
治

組
織
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
決
定
し

得
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

⑤
事
務
配
分
特
例
方
式
の
検
討

＊
基
礎
的
自
治
体
に
法
令
上
義
務

付
け
ら
れ
た
事
務
に
つ
い
て
は
そ

の
一
部
の
み
を
処
理
し
、
都
道
府

県
に
そ
れ
以
外
の
事
務
の
処
理
を

義
務
付
け
る
特
例
的
団
体
の
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

する。
⑥
基
礎
的
自
治
体
に
お
け
る
住

民
自
治
充
実
の
た
め
の
新
し
い

仕
組
み

＊
地
域
自
治
組
織
は
、
当
面
、
合

併
後
の
市
町
村
に
お
い
て
、
合

併
前
の
旧
市
町
村
単
位
に
地
域

自
治
組
織
を
導
入
す
る
途
を
開

く
も
の
で
、
行
政
区
的
タ
イ
プ

（
法
人
格
を
有
し
な
い
）
と
特
別
地

方
公
共
団
体
と
す
る
タ
イ
プ
（
法
人

格
を
有
す
る
）
の
2
つ
の
い
ず
れ
か

を
選
択
で
き
る
。

＊
行
政
区
的
タ
イ
プ
に
お
い
て
は
、

基
礎
的
自
治
体
の
組
織
の
一
部
と

し
て
事
務
を
分
掌
し
、
地
域
自
治

組
織
の
長
と
諮
問
機
関
（
附
属
機
関
）

と
し
て
の
地
域
審
議
会
か
ら
な
る
。

＊
特
別
地
方
公
共
団
体
と
す
る
タ

イ
プ
に
お
い
て
は
、
地
域
共
同
的

な
事
務
を
処
理
す
る
も
の
と
し
、

基
礎
的
自
治
体
の
補
助
機
関
を
兼

ね
て
法
令
に
よ
り
基
礎
的
自
治
体

に
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ
た
事
務

を
地
域
自
治
組
織
に
お
い
て
処
理

す
る
こ
と
を
検
討
。
地
域
自
治
組

織
（
特
別
地
方
公
共
団
体
タ
イ
プ
）

の
議
決
機
関
の
構
成
員
は
公
選
と

し
、
執
行
機
関
は
地
域
自
治
組
織

の
議
決
機
関
の
互
選
ま
た
は
基
礎

的
自
治
体
の
長
に
よ
る
選
任
な
ど

と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

＊
財
源
は
当
該
基
礎
的
自
治
体
か

ら
の
移
転
財
源
に
よ
る
こ
と
が

原則。
都
道
府
県
の
あ
り
方
に
つ
い
て

＊
都
道
府
県
合
併
に
つ
い
て
も
自

主
的
合
併
の
手
続
き
を
整
備
し
、

道
州
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
の
国
・
地
方
を
通
ず
る
行
政

体
制
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
そ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
論
議
を
行

い
、
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

間
合
先

政
策
形
成
課
　
政
策
担
当

E
メ
ー
ル

s
e
i
s
a
打
亡

⑥
c
i
阜
〔
s
u
…
．
y
a
ヨ
a
冨
S
h
i
．
j
p


